
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●取組内容 

2 ヶ月に 1 回、偶数月に、子育て世帯を対象としたママ

ＣＡＦＥを実施しています。社協はサロン運営のノウハウ

を活用し、第２春香苑（特養）は場所の提供と運営や広報

の協力をしています。 

また、当該地区の地区社協・町会では、地域の掲示板に

チラシを掲示したり、保健ステーションは、乳幼児健診等

で気になった家庭にママＣＡＦＥを案内したりしていま

す。 

ママＣＡＦＥの好評を

受け、奇数月には傾聴ボ

ランティアにも協力いた

だいて、高齢者向けのお

しゃべり CＡＦＥも始め

ました。 

 

 

 

 

    子育て世帯が孤立しない地域を目指すママＣＡＦＥ 
    【末広会×川口市社会福祉協議会】 

事例４ 

 

子育て世帯の居場所づくり 
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及び広報 

・交流ｽﾍﾟｰｽの提供 

川口市社協 地区社協 
・町会 

第 2 春香苑(特養) 

ママＣＡＦＥ 

 
・参加者の 
ﾏｯﾁﾝｸﾞ 

保健ｽﾃｰｼｮﾝ 

↑ママＣＡＦＥで親子ヨガを行った際の様子 

↑末広会の Facebook でも広報 

取組概要 

 



●きっかけ 

平成 28 年頃、末広会では新たに第２春香苑を開設するに当たり、何か地域に貢献

できないかと考え、社協に相談しました。一方、社協は末広会の評議員を務める地区

の町会長からも、子どもと高齢者に優しい地域づくりに取り組みたいという声を聞い

ていました。 

そこで社協は、まずは地域のニーズを探らなければと考え、第２春香苑、町会、地

区社協や子育て世帯等に参加してもらい、住民懇談会を開催しました。その結果、

「川口市は転入者が多く、子育て世帯が孤立している」といった課題と「子育て中に

気軽に集まれる場がほしい」というニーズが見えてきました。そこで、社協と第２春

香苑で協議した上で、協働でママＣＡＦＥを実施することになりました。 

 

●苦労・工夫したところ 

ママＣＡＦＥの実施日には、参加者の子どもが第２春香苑の入居者にあいさつして

回るようにしています。普段笑顔を見せない入居者の方が、子どもとのふれあいを通

じて笑顔を見せてくれることがあり、職員もその姿を見て「気難しい人と思っていた

がそうではなかった」と思い直すきっかけになりました。 

また、ママＣＡＦＥを始めた当初は、母親が興味を持ってもらえる「親子ヨガ」を

テーマにし、集客アップにつなげました。 

 

●効果 

・子どもたちと触れ合うことで、入居者が元気になっている。 

・施設を知ってもらう機会になっている。 

・特養の入居者と参加者であ

る母親や子どもたちが触れ

合うことは、入居者が笑顔

になるだけでなく、母親た

ちにとっての福祉教育にも

なっている。 

・母親たちが友達づくりをし

たり、おしゃべりしたり

できる場になっている。 

 

法人 

法人 

地域 

法人 地域 

↑保健ステーションの職員による子育てプチ講座 


